
 

 

 

 

 

～神戸港と自分を“つなぐ”～ 
Ocean’s 17 3rd event の開催（※開催延期） 

 

神戸市では、海洋産業の振興や、海洋人材の育成の取り組みを進めるため、次代を担う若い世代

を対象に、神戸の海を舞台にした職業に触れることが出来る様々なイベントの開催に取り組んでい

きます。 

今回、川崎重工業株式会社、神戸海洋博物館と連携し、高校生を対象とし

た神戸の海洋人材育成プログラムの第３弾として『Ocean’s 17 3rd event』

を開催します。今回の SDGs のテーマは「９．産業と技術革新の基盤をつく

ろう」。 

古くより国際貿易の拠点として発展してきた「神戸港」がつないできた人、モノ、文化を探り、

今まで知らなかった「神戸港」と「自分」との“つながり”を知り、新しい見方で今後の港や海洋

について考えてみませんか。 

 

１．プログラム概要 

・開催日時：令和４年１月 29 日（土） 13時 30分～17時 00分頃 

・開催会場：神戸海洋博物館 講堂 

      （神戸市中央区波止場町２－２） 

・JR/阪神「元町駅」より南へ徒歩約 15 分 

・市営地下鉄海岸線「みなと元町駅」より南へ徒歩約 10分 

 

・プログラム（予定） 

 13 時 00分 開場、受付 

 13 時 30分 開会 

 

 13 時 35分 ＜自分と今をつなぐ＞ 

  ・プログラム導入、説明 

 

 14 時 05分 ＜過去と今をつなぐ＞ 

  ・青山大介氏（鳥瞰図絵師）、谷川夏樹氏（絵本作家）によるトーク 他 

  ・神戸海洋博物館施設見学 など 

 

 15 時 05分 ＜つくって、つなぐ＞ 

   ・川崎重工業㈱ワークショップ① 

 

 16 時 30分 ＜みらいへつなぐ＞ 

  ・川崎重工業㈱ワークショップ②  

 

 17 時 00分 閉会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

谷川夏樹 作        青山大介 作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップイメージ      神戸海洋博物館 

 

２．対象 

神戸市内在住、又は在学の高校生 

 

３．参加費 

無料 

 

４．募集人数 

20 名程度 

・申込多数の場合は抽選になります。 

・抽選の結果は、令和４年１月 24日（月）から 26 日（水）までにご連絡します。 

 ・参加者には、別途当日の案内をメールにてご連絡します。 

 

５．申込方法 

以下ページのフォームよりお申し込みください。 

 https://www.city.kobe.lg.jp/a05822/ocean/0129event.html 

 

「神戸港で語り合うコンテナじいさんとコンテナくん」 

谷川夏樹：兵庫在住の画家。コンテナをテーマにした作家活 

動を展開。絵本「コンテナくん」「かもつせんのい 

ちにち」「うみのみちしるべ」などを手がける。 

「摩耶ふ頭バーズアイマップ 1968」 

青山大介：神戸在住の鳥瞰図絵師。精密に描いた都市鳥瞰図 

を手がける。「港町神戸鳥瞰図」シリーズは数年ご 

とに改訂、時々の神戸港の姿を残している。2021 

年には「令和の姫路城下 鳥瞰絵図 2021」を発表。 



６．申込締切 

令和４年１月 20 日（木）まで 

 

７．主催 

神戸市 

 

８．協力 

川崎重工業株式会社、神戸海洋博物館 

青山大介氏（鳥瞰図絵師）、谷川夏樹氏（絵本作家） 

 

９．問い合わせ先 

神戸市企画調整局エネルギー政策課 

ocean@office.city.kobe.lg.jp 

 

10．関連資料（参考） 

・募集チラシ（別添） 

 





主催：神戸市
協力：青山大介氏（鳥瞰図絵師）

谷川夏樹氏（「コンテナくん」絵本作家）
川崎重工業株式会社（エンジニア集団）

日時：2022年1月29日(土)午後
場所：神戸市海洋博物館

谷川夏樹「神戸港で語り合うコンテナじいさんとコンテナくん」

谷川夏樹（EARTH CONTAINER）：1976年生まれ。兵庫県在住の画
家。コンテナをテーマにした作家活動を展開。
絵本「コンテナくん」「かもつせんのいちにち」「うみのみちし
るべ」（いずれも福音館書店）などを手がける。

青山大介
「摩耶ふ頭バーズアイマップ1968」

青山大介：1976年生まれ。神戸在住の鳥瞰図絵師。
精密に描いた都市鳥瞰図を手がける。「港町神戸鳥瞰図」
シリーズは数年ごとに改訂、時々
の神戸港の姿を残している。
2021年には「令和の姫路城下
鳥瞰図2021」を発表。


